
　当社は、「出力制御の公平性の確保に係る指針」に基づき電力の安定供給確保の観点から、火力機抑制などの回避措置を行ったとしても、電気の供給量（発電出力合計）が、その需要量等（エリア需要予想、揚水運転、域外送電）を上回
ることが見込まれたことから、以下の内容で出力制御の指示等を行いました。

再エネ出力制御指示に関する報告
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対象エリア：中部エリア
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エリア需要※１ ①

揚水運転※２ ②

域外送電※３ ③
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（速報）

再エネ出力制御量

2022年度

通し番号
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力
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0**

1

11時00分

（3月13日現在）

（前日指示）
3/11（土）16時頃

03/12（日）

10時30分

発信日

再エネ
出力制御期間

最大余剰電力
発生時刻

再エネ
出力制御なし

※１ 最大余剰電力発生時刻におけるエリア需要 【特記事項】
※２ 揚水発電所を最大限活用 ・実績（速報）は制御量最大となる時間帯（出力制御がない場合は前日指示時間帯）
※３ 地域間連系線を最大限活用し、域外へ送電 ・再エネ出力制御量のうちオフライン制御量を超えるものは、需給状況を踏まえ、オンライン制御で対応
※４ 優先給電ルールに基づき火力発電等を最大限抑制
* オフライン制御で確保する制御量
** 専焼バイオマス・地域資源バイオマスのみ出力制御を指示


	指示内容(前日指示)

